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Present situation Future scenario

Traffic simulation

歩行者空間化の為のテクノロジーの活用の事例

シミュレーションや視覚化を用いた市民への説明

交通シミュレーションというプラットフォームは民から



バルセロナ市役所交通局
バルセロナ情報局

交通シミュレーションのインプットデータは官から

交通センサス
（raw data）

Data processing

オープンデータ

市民へ

Bluetooth Data

Traffic counter

Camera data

統計処理
されたデータ

データを用いた
まちづくり



質問者：「なぜバルセロナ市役所はこれほどまでに
オープンデータに力を入れているのですか？」

メルセさん：「オープンデータはもともと市民の皆さんの物だった
データを返すことだと考えています」

バルセロナ市役所のオープンデータの考え方
（神戸/バルセロナ・World Data Viz 2016）
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DECODE:

Decentralized Citizens Owned Data Ecosystem
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2019のバルセロナ市のアクションプラン策定の際には、4万人以上の市民が参加、
市民側から10.860の提案があり、約1500のアクションプランとして採択された実績
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非専門職の方々との対話ツールとしてのデータ

グラシア地区歩行者空間化の経験から



グラシア地区歩行者計画：2005-2007

（スーパーブロックのパイロットプロジェクト）



成功し過ぎたがゆえの弊害
（ジェントリフィケーション、オーバーツーリズム、騒音）



Smart Citizen Kit (Fablab Barcelona

:https://fablabbcn.org/0000/01/06/smart-citizen.html)

https://fablabbcn.org/0000/01/06/smart-citizen.html


データはきれいに見せるだけではなく、
非専門職の人達とのコミュニケーション・ツール



Bluetoothを使った観光客の動線調査：バルセロナの歴史的中心地区（2011）
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参考事例1



Bluetoothセンサーを用いたルーヴル美術館の混雑度プロジェクト
（2010-現在）

参考事例2


